
〈第３報〉 

大会テーマ：『筋・筋膜性疼痛と良導絡』 

■大会会長： 丸山一男 三重大学大学院医学系研究科麻酔集中治療学教授 

■開 催 日： 平成 29年 10月７日（土）・8日（日） 

■会    場： 名古屋医健スポーツ専門学校〈第 2校舎〉 

名古屋市中区栄 3-20-3  電話 052-238-345 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

平成 29 年 10 月 7 日、8 日の両日、第 69 回日本良導絡自律神経学会学術大会 in 名古屋が名古屋医健ス

ポーツ専門学校（第 2 校舎）にて、会長丸山一男教授によって主催されます。 

大会のテーマは「筋・筋膜性疼痛と良導絡」であります。これも学会にふさわしいテーマかと思いますし、

筋肉のこりと痛みは良導絡が一番得意としている領域であります。線維筋痛症や広範性筋・筋膜疼痛疾患が

増加傾向にあるなか、今の時代にマッチした興味津々なテーマであります。多くの会員の皆様の参加をお待

ちしています。詳細な学会スケジュールは大会の広報や学会雑誌などでご確認をお願い致します。 

良導絡自律神経学会は、良導絡と自律神経という大きな冠がついた学会であります。臨床においては自律神

経反応の評価に留意されることをお願いします。研究発表においても、この点に留意されますようお願い致

します。大会の成功を御祈念申し上げます。 

 

日本良導絡自律神経学会  

学会会長 伊藤樹史 

東京医科大学名誉教授 

春山記念病院麻酔科ペインクリニック 

 

ごあいさつ 



 

 

 

 第 69 回日本良導絡自律神経学会学術大会  

大会会長 丸山一男 

三重大学大学院医学系研究科 麻酔集中治療学教授  

 

 

 

高齢化社会を迎え、高齢者の定義も従来の 65 歳以上から、75 歳以上にしてはどうかとの議論が、日本老

年学会から提言されました。腰、肩、膝、頸の痛みに悩まされる人は、年齢とともに増えますが、寿命が延

びるにつれて、今後さらに多くなり、2025 年頃にピークを迎えると予想されています。一方、2020 年のオ

リンピック開催を前に、国を挙げてスポーツを推進しています。若人を中心にスポーツ選手や愛好家が増え

ていますが、激しいトレーニングに伴う、筋・筋膜性の痛みは、パーフォーマンスに影響します。医療者と

して、痛みに対して、各専門家の深い知識と技術・施術を結集し、老若男女の全てのお役に立ちたいもので

す。 

良導絡の基礎と筋・筋膜痛に対する臨床は、人の身体に備わっている、自分で自分の痛みを和らげる仕組み

を活性化する手立てであります。言い換えますと、鍼灸治療は、自分で内因性発痛物質の産生を下げ、同時

に内因性鎮痛物質を上げる治療です。この数年間で痛みに対する新薬が上市されてきましたが、実は体内で

の内因性鎮痛物質を高めるという点で、鍼灸と共通の内因性鎮痛物資をターゲットとしています。鍼灸か？

薬か？両方か？ 痛みのしくみがわかるにつれ、鍼灸のニーズは益々増えると予想されます。 

このたび、14 年前の第 55 回大会（伊勢市）に引き継き、今 69 回大会長を仰せつかりました。 

皆様と共に日本良導絡自律神経学会学術大会を名古屋の地で開催し、今後に繋がる理論と実践を学ぶこと

を楽しみに致しております。皆様の積極的なご参加をお待ち申し上げております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ごあいさつ 



■開催会場：名古屋医健スポーツ専門学校 第２校舎 

名古屋市中区栄 3-20-3  電話 052-238-3455 

                           

         

■懇親会場：名古屋クレストンホテル（名古屋パルコ西館 9F） 

名古屋市中区栄 3-29-1 名古屋 PARCO 西館 9F～11F 電話 052-264-8000 

◎アクセス名古屋医健スポーツ専門学校第２校舎から 600ｍ・徒歩７分 

【地下鉄】名城線：矢場町駅から徒歩約 2分 

 

 

◎アクセス 

【地下鉄】東山線・名城線：栄駅 8番出口から徒歩 8分 

名城線：矢場町駅 6 番出口から徒歩 6分 

東山線・鶴舞線：伏見駅 5 番出口から徒歩 9分 

 

《名古屋クレストンホテル》 

《名古屋医健スポーツ専門学校第２校舎》 

 



◆名古屋大会プログラム概要（予定）◆ 

大会テーマ：『筋・筋膜性疼痛と良導絡』 

■ 講演・講師・演題 

基調講演 

７日(土) 

13：00 ～ 

 伊藤 樹史 

「医師のための針治療と良導絡自律神経調整療法」 

日本良導絡自律神経学会会長  

東京医科大学名誉教授・春山記念病院麻酔科ペインクリニック 

大会会長講演 

 8日（日） 

13：00 ～ 

 丸山 一男 

「痛みのルートとバトンタッチ」 

三重大学大学院医学系研究科 麻酔集中治療学教授 

特別講演 

 8日（日） 

14：00～ 

 中川 晶 

「慢性疼痛と鍼灸カウンセリング」 

なかがわ中之島クリニック院長  

ナラティヴ・コミュニケーション研究所所長 

招待講演 

 8日（日） 

11：00～ 

 北原 雅樹 

「痛みの診療の基礎と臨床への適用－治療効果を max にするために－」 

横浜市立大学附属市民総合医療センター麻酔科ペイン外来 準教授  

 

■ シンポジウム（医師・鍼灸師・理学療法） ７日(土) 15：30～  

『筋・筋膜性疼痛に対する専門分野からのアプローチ』  

■ 実技公開（医師・鍼灸師・理学療法） 8日（日）9：00～     

『筋・筋膜性疼痛に対する実技セッション』 

❖シンポジスト・実技演者 

北原雅樹 

◎IMS療法  

小田博久 

◎Dry Needling 

ドライニードリング 

上田陽之 

◎アナトミートレイン 

 

■ 良導絡基礎講座  永田宏子 ・東利枝  7日（土）14：00～ 

■ 一般口演     12題 予定 ①７日（土）14：00～ ②８日（日）15：00～ 

 

 

 

 



 

■タイムスケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年度 日本良導絡自律神経学会 本部理事会・総会のご案内 

◎ 本部理事会：10 月７日（土）午前 10～12 時 30 分 （ 7 階 普通教室 271 ） 

◎ 本部総会  ：10 月 8 日（日）午後 12～13 時       メイン会場（ 9 階 普通教室 291、292 ） 



■後援 

公益社団法人 全日本鍼灸学会、一般社団法人 愛知県鍼灸マッサージ師会、一般社団法人 愛知県鍼灸師会 

名古屋医健スポーツ専門学校、名古屋医専、中和医療専門学校、医道の日本社、セイリン株式会社 

 三和商事薬品 

■参加費  予約（2017年 8月 31日の消印まで有効・それ以降は一般扱い） 

会員  10,000円                    

一般  12,000円     

学生   6,000円 

■懇親会  予約（2017年 8月 31日消印まで有効・それ以降は当日扱い） 

 予約 10,000円  当日 12,000 円 

※8日の昼食 1,000円（お茶付）当日の販売はありません。 

■予約申し込み 

振込用紙（本機関誌に同封） 〆切平成 29年 8月 31日 

振込口座記号番号 00860-3-154050（ゆうちょ銀行） 

加入者名 第６９回日本良導絡自律神経学会 

 

■学術大会事務局（中部支部事務局） 山田隆文  〒465-0002名古屋市名東区引山 3-225 

TＥＬ・FAX（052）771-0639  Mail: ty516@kxe.biglobe.ne.jp 

 

 

平成 29年度(名古屋大会)の一般口演の演題募集要項 
 

■応募資格 

1）筆頭演者は日本良導絡自律神経学会の正会員、海外会員、準会員に限る(なお、筆頭演者は 1人 1題とす

る)。なお、学会または主催者からの依頼による場合は例外とする。 

2）共同発表者は正会員、海外会員、準会員、学生会員および単年度会員(その年度の発表にのみ限定、登録

費用 1回 5,000円)とする。 

3）外国語での発表は基本的には原語で行う。日本語の翻訳発表を行う場合は翻訳責任者が行い、抄録、発

表画像、発表原稿の総てにおいて筆頭演者と同等の責任を有する。 

■応募内容 

良導絡に関係する基礎研究・臨床研究・調査・教育などであること。 

なお、個人情報の保護、倫理面での配慮、利益相反などに関する事項には十分に注意を払うこと。 

■応募期間 

1) 演題のみ 

平成 29年 7月 15日より平成 29年 7月 30日まで。 

2) 抄録原稿 

平成 29 年 7月 15 日より平成 29 年 8月 27 日まで。なお、抄録締め切り後の演題登録は受け付けできま

せんのでご了承下さい。抄録の受理後はメールにて応募者に受理の連絡を致します。 

3) 査読に関して 

原則として抄録、発表原稿も査読を行い、訂正が必要な場合はメールで連絡致します。 

なお、査読内容に関しては論文査読規定に準ずる。 

mailto:ty516@kxe.biglobe.ne.jp


■応募先 

〒210-0023 神奈川県川崎市川崎区小川町 7-1-606 経絡道川崎治療院 学術部長 桑原 俊之 宛 

電話 044-246-9266 

演題・抄録の提出  congress@jsrm.gr.jp にメール送信下さい。 

■応募方法 

下記の抄録原稿作成上の注意事項に従って、インターネットにて応募して下さい。文字化けの可能性があ

るために必ずご自身でチェックした後に、打ち出した原稿も送付して下さい。 

なお、インターネット投稿が出来ない場合は下記にご相談下さい。 

学術部長 桑原 俊之 電話 044-246-9266  Eメール info@keirakudou.jp  

■発表形式および発表画像の提出期限 

・マイクロソフトのパワーポイント 10枚以内(動画は不可) 

・発表画像の提出は、平成 29 年 9月 23日（土）まで 

■演題の採否 

演題の採否は大会会長が決定し、その後に発表日時と会場などを通知致します。 

なお、大会会長は抄録原稿の訂正加除を勧告することができる。また、抄録の著作権は、日本良導絡自律

神経学会雑誌の投稿規定に準じて学会に委譲していただきます。 

■一般口演演題 12題予定 

[抄録原稿形式]:原稿用紙 400 字詰め 2 枚以内に演題・所属・氏名・キーワード 5 つ以内・目的・方法・

結果・考察・結語をまとめて下さい。演題・抄録・発表画像は本部ホームページのメールアドレス

(congress@jsrm.gr.jp)宛にメール送信下さい。 

■発表当日のお願い 

なお、発表当日に演者・座長受付にて、発表される 1時間前までに来場された旨を知らせ、試写確認を行

って下さい。また、当日の差し替えはご遠慮下さい。 

原則として口演時間は発表が 8 分、質疑応答は 5分です。発表は時間厳守でお願い致します。 

(発表終了前 1 分:ベル 1回、発表終了時:ベル 2回、質疑応答終了 1 分前:ベル 1 回、質疑応答終了時:ベ

ル 3回) なお、一般口演の抄録作成上の注意事項は次をご参照下さい。 

 

一般口演抄録作成上の注意事項 

原則として、例年通りの編集形式を踏襲しています。下記の抄録例を参考にして下さい。 

査読後の抄録は必要に応じてフォント、大きさ、行数などは変更する場合があるが、原則として本文はその

まま抄録集として本学会のホームページで公開し、学術部が作成した抄録集は学術大会の開催地において

参加者に当日配布する。なお、ヘッダー部分には下記の記載が入ります。 

一般口演① 〇月○日( )○ 階○会場 ○ :○○～○ :○○ 座長:○〇・〇〇 

1) 抄録は現代かなづかいで横書きとし、MS明朝、10.5 全角で、数字や記号は半角で、専門用語以外は常

用漢字新かなづかいで楷書で書き、欧文は Century,10.5 半角で活字体として、文字数は 600字から 800

字以内に収めて下さい。 

良導点および良導絡については良導絡表記を優先し、経穴名や経絡名は補足の形をとる。 

例:H64(合谷)、H6(大腸良導絡) 

欧文も同様で、経穴名や経絡名は WHO表記を補足の形とする。 

例:H64(L14)、H6(LI) 

2) 第 1項はタイトルおよびサブタイトルとし、なるべく短くする。 



次の所属機関(正式名称)、所属ブロックまたは支部名と筆頭演者、共同発表者を記入する。 

なお、発表者が複数の場合で所属が異なる場合は番号を付記する。また、発表者が複数の場合は筆頭演者

の前に〇印を付記する。 

例 :  良導絡で改善した一症例 

― ○○症候群 ― 

××大学医学部生理学教室 1)△ △病院麻酔科 2) 

○ ×ブロック 〇中谷 太郎１）２） 良導絡 二郎２） 

3) 抄録は[目的]、[方法]、[結果]、[考察]、[結語]に分けて記載してください。ただし、症例報告では[方

法]を[症例]として下さい。 

4) キーワードは抄録内容を正確に代表するもので、なるべく短い用語を使用し、類似した用語の並列は避

けて 3～ 5字以内にして下さい。 

 

■大会役員 

学会会長：伊藤樹史  

学会副会長：稲森耕平・武内節夫・加藤信也・吉備 登・後藤公哉・森川和宥 

大会会長：丸山一男（三重大学大学院医学系研究科麻酔集中治療学教授）  

大会副会長 小川 稔 

実行委員長：松森裕司   実行委員：（副）山田隆文、寳田一男、米倉まな 

運営委員長：小川 稔   運営委員：（副）出口多賀司、田口昭、河合孝治、中澤一恵、植松克典 

学術委員長：中村勝彦   学術委員：（副）桝田文八、海野広明、大橋康人、仲家栄一 

財務委員長：山田隆文   財務委員：（副）中島康博、福岡保延、伊藤義夫 

監   査：大矢由喜夫 

大会事務局長：山田隆文 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜宿泊についてのお願い＞ 

名古屋大会が開催される平成 29 年 10 月 7～8 日は、三重県鈴鹿市 鈴鹿サーキットで開催される 

F1 日本 GP 決勝と日程が重なるために宿泊ホテルの確保が非常に困難な状況になることが予想さ 

れます。 

そのため名鉄観光サービス㈱名古屋伏見支店に宿泊の手配を依頼することに致しました。 

宿泊を希望される方は、2017 年 7 月末までに名鉄観光(担当:担当：松田・高野・堀金 )宛に FAX 

またはメールで申し込み手続きを行ってください。 

お申し込みは、別添えの<申込書>を利用して FAX でご連絡頂くか、学会ホームページから 

<申込書>をダウンロードしてメールに添付してお申込み下さい。宿泊料のお支払いは、郵便振り 

込み、あるいはクレジットでのお支払いも可能です。お申込み後に FAX および郵送でのお手続き 

となります。なお、ご利用には名鉄観光サービスの手配手数料 500 円が別途必要となります。 

また、オプションツアーや観光案内、レンタカーなどその他のサービスをご希望の場合もご相談下さ

い。※ <申込書>に宿泊希望・シングル・ツインの別。人数・禁煙・喫煙など必要事項を記入して下さい。 

 



 


